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第２０回考古学セミナー 平成３０年９月３０日

酒田市城輪柵跡

佐 藤 庄 一

東門 南門

出羽国の成立と移民

「
続
日
本
紀
」
巻
七

霊
亀
二
年
九
月

建
出
羽
国
、
巳
経
数
年
、
吏
民
少
稀
、

狄
徒
未
馴
、
其
地
膏
腴
、
田
野
廣
覚
、

請
令
隋
近
国
民
、
遷
於
出
羽
国
、

教
諭
狂
狄
、
兼
保
地
利
、
許
之
、

割
陸
奥
国
最
上
置
賜
二
郡
、
及
信
濃
、

上
野
、
越
前
、
越
後
四
国
百
姓
各
百
戸
、

隷
出
羽
国
焉
、

［
訳
文
］

「
出
羽
国
を
建
て
て
、
す
で
に
数
年
を
経
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
官
人
や
人
民
が
少
な
く
、
狄
徒
（
え
み
し
）
も
ま
だ

（
朝
廷
の
統
治
に
）
な
つ
い
て
い
な
い
状
態
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
土
地
は
よ
く
肥
え
、
田
野
も
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
、
近
く
の
国
の
民
を
出
羽
に
移
り
住
ま
わ
せ
て
、

凶
暴
な
狄
（
え
み
し
）
を
教
え
さ
と
し
、
あ
わ
せ
て
土
地
の

収
益
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
要
望
し
ま
す
。
」

（
朝
廷
は
）
こ
れ
を
許
し
た
。
そ
れ
で
陸
奥
国
の
最
上
と
置

賜
の
二
郡
と
、
信
濃
、
上
野
、
越
前
、
越
後
の
四
カ
国
の

人
民
を
、
一
国
百
戸
ず
つ
出
羽
国
に
移
し
、
付
属
さ
せ
た
。

７１５年
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出羽国への移民と出羽国の概要

出羽国への移民状況

①和銅７（714）年

尾張･上野･信濃･越後から

各50戸 ⇒ 計200戸

②霊亀２（716）年

信濃･上野･越前･越後

･陸奥（最上･置賜郡）から

各100戸 ⇒ 計500戸

③養老元（717）年

信濃･上野･越前･越後から

各100戸 ⇒ 計400戸

④養老３（719）年

東海道･東山道･北陸道から

⇒ 計200戸

出羽国の概要

①国の種別 上国

②郡と郷数 １１郡 ･７１郷

（和名妙郷数 ）

③推定人口 ８０，３００人

（陸奥国１８６，０００人）

（越後国 ９７，３５０人）

④調と庸 （調･庸）狭布･米･穀

秋田県払田柵跡と角材列

昭和5年、文部省の上田三平が

外郭の角材列を発掘。翌6年、国

の史跡に指定。（文献に記録なし）

払田柵跡の性格論

①河辺国府説 ②山本郡衙説

③無名不文の遺跡 ④雄勝城説

柵木の年輪年代（802～804年）

調査で発見された角材列と上田三平

秋田県大仙市・払田柵跡の全景

復元された外郭南門と政庁 宮城郷漆紙文書
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平安時代の出羽国府・城輪柵跡

城輪柵跡の外郭角材列

城輪柵跡全体図

出羽の国分寺？
「堂の前遺跡」

方形基壇（塔）の筏地業 直径5４㎝の柱根と
掘り方（金堂跡？） 礎石建物跡（講堂跡？）

中心部の遺構配置図
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堂の前遺跡の斗と肘木

斗

肘
木

堂の前廃寺の伽藍配置

多賀城廃寺の伽藍配置と模型

堂の前廃寺の伽藍配置と
観世音式（高倉洋彰2010）
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太夫小屋１遺跡は寺院跡、正倉跡？

つくば市平沢官衙遺跡の倉庫群

太夫小屋１遺跡の大規模建物跡群 筏地業を伴う大型建物跡

酒田市北田遺跡の井戸番付

SE１５９井戸跡と井戸枠

東西南北四面の一～四段の番付
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陰陽師の祭祀場「俵田遺跡」（安部実1984）

祭祀遺構復元図

祭
祀
遺
構
全
景

況

祭
祀
遺
構
と
人
形
（（ひ
と
が
た
）

もう１組の祭祀遺構

俵田遺跡の木製品と人面墨描土器

人形木製品の顔

刀形と馬形木製品

人面墨描土器

「
磯
鬼
坐
」
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堂の前遺跡の呪符木簡

急々如律令の木簡と出土状況

出羽国講師の安慧という人物

・安慧（あんえ）；円仁の弟弟子。

・承和１１（844）年出羽国講師（拾遺往生伝）。

円仁の没後に比叡山延暦寺4代座主となる。

・講師；諸国の国分寺に配置、僧寺に住む。

、任期６年の職掌。

高敞の国府？「八森遺跡」（佐藤禎宏2002）

仁和３（887）年「三大実録」の記事

城輪柵跡周辺の地形

正殿礎石建物跡

八森遺跡と建物跡

八森遺跡建物配置図
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佐藤庄一の「出羽の都論」（昭和58年）

出羽の都の推定地割り

城輪柵跡 八森

堂の前

俵田

大
道
東

庭田

城輪柵跡周辺の遺跡分布

多賀城域内の方格地割り

多賀城国府城内の方格地割り図
（高倉敏明2008「多賀城跡」より）

多賀城の政庁と南門
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「出羽の都論」の再検討

城輪柵跡周辺の修正地割（720ｍ区画）

城
輪
柵
跡
政
庁
の
地
割
案

俵
田
遺
跡
の
大
路
推
定
道
路

祭祀遺構

（祭祀遺構）

（国司館）

城輪柵跡

堂の前遺跡

後田遺跡

沼田遺跡

俵田遺跡

田川郡内の役所と文字史料

鶴岡市山田遺跡の驛子・大伴木簡

出
羽
国
出
羽
郡
井
上
郷

七
三
四
年
頃
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川西町道伝遺跡

道伝遺跡の農具と弓

建物跡の検出状況

寛平８（896）年
記年銘木簡

平泉と荘園－遊佐町大楯遺跡

「保元」銘の墨書板状片（１１５６～１１５８年）山形県の荘園分布図

庄家の建物跡（中央に持仏堂のような建物）
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遊佐荘から藤原摂関家への年貢

金
五
両

鷲
の
羽
三
尻

馬
一
疋

出羽庄内の古代の郡と郷の推定
出羽、田川、飽海郡郷推定地

○出羽郡

大窪郷 （旧藤島町を中心とする地域）

河辺〃 （旧田立川町～旧余目町東南部地域）

井上〃 （最上川南岸の酒田市域）

大田〃 （鶴岡市北西部～旧三川町西部地域）

余戸〃 （旧余目町を中心とする地域）

○田川郡

田川郷 （鶴岡市田川の市南部地域）

甘弥〃 （鶴岡市西南部～旧温海町地域）

新家〃 （旧櫛引町～旧朝日町地域）

那珂〃 （旧羽黒町～旧藤島町南部地域）

大泉〃 （鶴岡市街地～旧櫛引町北部地域）

○飽海郡

大原郷 （酒田市東北部地域）

飽海〃 （旧平田町郡山を中心とする地域）

屋代〃 （遊佐町の北平野部地域）

秋田〃 （酒田市街を中心とする地域）

井手〃 （旧松山町を中心とする地域）

遊佐〃 （遊佐町の南平野部地域） 加藤稔1982「古代出羽国郷名考証」より


